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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援 

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



活動報告書／ねおす共育ファンド 平成 27年度 

2 

 

■基本情報 

 □概要   

これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関

わり合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたい

と思う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 3

件程度、交通費等全体上限 20万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人に助成

しました。 

□助成件数   

ＮＰＯ法人 ezorock 参加者延べ人数 56人 

□助成期間 

平成 27年 4月 7日～平成 28年 3月 31日 

□活動場所 

七飯町大沼、厚真町 

□助成金総額  

92,050円 

ＮＰＯ法人 ezorock 92,050円 

 

■助成成果（助成団体からの声）  

ＮＰＯ法人 ezorock 

「ふくしまキッズ 2015夏北海道プログラム大沼コース」 

プログラム実施日の受け入れだけではなく、事前準備や事前研修、事後の振り返りも

行い研修プログラムにＰＤＣＡサイクルを取り入れ、参加者にとって学びが深まるよ

うにしている。また、興味関心や関わり具合などの個々のニーズに応えるために、個

別カウンセリングを行い、責任ある役割を与え、主体性を育む機会を設けている。プ

ログラム提供側のＮＰＯ法人ねおすと協働し、外での安全で面白い遊び方や子どもと

の接し方、子どもの遊びが活発になるような声かけなどの学ぶ機会を提供できたと言

える。この活動は、道南地域の方々や大学や社会人のボランティアさんたちが関わり

成り立っている活動であり、その人たちとの関わりの中で、コミュニケーションスキ

ル（礼儀やマナーも含める）も身に付けられる機会なので、その点も今後の受入でア

ピールしていきたい。 

□参加者からの声 

・２０代女性 

子どもに注意をするときには、子ども自身がしっかり納得できるようにしないといけ

ないことが理解できた。その日やるアクティビティについて、道具などがしっかり準

備されているか、人員は足りているか、時間に余裕はあるかなど、入念な計画・準備

が必要だと学んだ。子どもと対等な関係で絆を深めていくとき、大人として子どもと
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接するとき、どちらも経験できたことで現場でより臨機応変に行動することができた。 

・大学 4年次女性 

「指示されてから動く」ことが多かったが、「自分で考えて動く」ことが増えたと思う。

困ったことは相談したり、自分の状況を随時共有したりといった他スタッフとのコミ

ュニケーションを心がけるようになった。 

「「あつま放課後教室」中学生プログラム」 

  興味関心や関わり具合などの個々のニーズに応えるために、個別にカウンセリングを

行い、責任ある役割を与えるようにして、主体性を育む機会を設けている。プログラ

ム提供側のＮＰＯ法人ねおすと協働し、外での安全で面白い遊び方や子供との接し方、

地域の方との関係づくりの姿勢や方法などの学ぶ機会を提供できたと言える。 

□参加者からの声 

・大学 4年次女性 

  普段関わる機会の少ない農協青年部の方たちと、地元の子どもたちが一緒に活動する

姿を見る中で、子どもが地元の産業や、身近な大人の姿を見られることに意義を感じ

た。また、身近な大人が自分たちの仕事を子どもたちに見せていくことで、産業への

意欲がわいたり、地域を元気にしていこうという気持ちが生まれるということも知る

ことが出来た。 

 

■助成事業の活動内容 

 ＮＰＯ法人 ezorock インターンシッププログラム 

「ふくしまキッズ 2015夏北海道プログラム大沼コース」 

ふくしまキッズ 2015夏 北海道プログラム大沼コースは、2011年に発生した福島第一

原発事故の影響により、外での遊びや活動に不安や制限のある福島県在住の小学生～中

学生を対象とした自然体験活動です。ふくしまキッズの活動は全国で行われており、そ

の中の北海道プログラム大沼コースでの活動に参加しています。活動期間は学校の長期

休暇期間に行われ、今回は夏の活動を行いました。活動場所は北海道七飯町の大沼牧場

を中心とし、江差町や八雲町などの道南地域で行われています。夏の活動では子どもが

257名参加しました。 

当インターンシッププログラムでは、福島県在住の子どもたちの学びと成長の場を作

ることを通して、自然体験プログラムの経験やノウハウを身に付けることが出来ます。 
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「「あつま放課後教室」中学生プログラム」 

厚真には小学校が 2つあり、それぞれ週 2回ずつ、「放課後子ども教室」が開催され、

学校が終わった子どもたちが自然体験活動などをしています。数年かけて、その卒業生

である中学生向けの活動づくりをすることが目的です。そのために、年に数回行われる、

「放課後子ども教室・特別教室」（厚真農協青年部さんや商工会青年部さんと連携した、

田植え、稲刈り、厚真の特産品のイベントでの販売など）や、放課後子ども教室関連の

催事に参加し、活動の把握や人間関係作りなどを行います。 


